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施工事例

カチオンイオン樹脂の効果作用により、土壌粒子のマイナスイオンと土壌粒子のマイナスイオンの間にプラスイオンのカチオンイオン粒子が浸透
し、浸透した土壌を強力に結合(団粒化)し法面表層部と植生基盤材を安定させる。
これにより法面表層部と植生基盤材の流出を防止し、尚且つ通気性透水性に優れる事から植生に優れる。
団粒化により基盤層の劣化が少ない為、従来の植生基材吹付工が植生するまでに基盤材表層が滑落する分だけ従来の吹付厚より薄く施工出
来る。
従来の接着剤の代わりにEMNコート２１を入れ代えるだけなので、種子吹付工、客土吹付工の浸食防止にも使用出来る。
種子を配合しなければ仮設の浸食飛散防止にも使用出来る。
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住所 masaki-m.kyusyuhiranaka@camel.plala.or.jp

技術賞，審査証明等
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EMN厚層基材吹付工

イオン効果による団粒化で吹付厚を薄く施工できる工法
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植生工 厚層基材吹付工
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浸食しやすいマサ土盛土法面を従来工法植生シート工

（写真左６００円/㎡）で施工したところ、降雨により浸食

を受け土砂が流出している。 
同路線内のマサ土盛土法面をEMNコート２１を配合した
EMN種子吹付工（写真右３６５円/㎡）を施工したところ、
浸食を受ける事無くムラなく植生に成功した。 

浸食しやすい砂質切土法面での施工事例である。 
写真左 右法面は従来工法植生マット工（１７００円/
㎡）であるが、浸食しやすい砂質土壌の為土砂が流出
し植生不良になっている。 
写真左 左法面はネット張りEMN客土吹付工ｔ＝１㎝
工法（１５４０円/㎡）であるが、浸食を受ける事無く安
定して植生している。 
写真右は手前未施工区と奥ネットEMN客土吹付工ｔ＝
１㎝工法である。未施工区は浸食を受け土砂が流出し
ているがEMN工法は全く浸食を受ける事無く植生して
いる。 

下段法面は従来工法植生基材吹
付工ｔ＝３㎝（３０５０円/㎡）である。 
肥料要求度の高い外来草本植物
が繁茂していることから、植生が
衰退している。 

上段法面はEMN客土吹付工ｔ＝２

㎝（１９８０円/㎡）である。 
生育基盤が安定且つ通気性透水
性が良好な為、生育の遅い郷土
植物が繁茂している。 

下段法面は従来工法植生基材吹付工である。 
植生基盤材が流出し植生がムラになっている。 

上段法面はEMN厚層基材吹付工である。 
植生基盤材が流出する事無くムラ無く植生している。 

従来配合されている接着剤の代わりにEMNコート２１
を配合するだけで、通気性透水性に優れ強力に浸食
飛散防止が可能なEMN吹付工法になります。 

施工機械も施工方法も管理方法も従来通りですので、

特殊な機械や技量も必要ありません。 
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